
               
 

   

                  

                                    

          

吉
田
議
員 

 

今
、
国
会
で
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
参
加
で
関
税
が
ゼ

ロ
に
な
れ
ば
、
農
産
物
の

輸
出
大
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
、
米
、
乳
製
品
が
大

量
に
流
れ
込
み
、
国
内
農

業
は
致
命
的
な
打
撃
を

受
け
る
。 

 

市
長
は
こ
の
協
定
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見

解
を
持
っ
て
い
る
か
。
仮

に
日
本
が
こ
の
協
定
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
桜
井
市
の
農
業
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
る

と
考
え
て
い
る
か
。 

 

ま
た
、
農
業
分
野
だ
け

で
な
く
、
食
の
安
全
、
労

働
、
医
療
、
保
険
な
ど
、

国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
、
日
本
が
参
加

し
な
い
よ
う
、
政
府
に
働 

          

き
か
け
て
い
く
べ
き
だ

が
、
市
長
の
見
解
を
聞
き

た
い
。 

松
井
市
長 

 

農
地
改
革
の
推
進
や
、

農
産
物
を
加
工
し
て
販

売
す
る
６
次
産
業
化
、
所

得
補
償
の
拡
充
な
ど
、
新

た
な
農
業
対
策
に
努
力

す
る
こ
と
を
前
提
に
し

た
参
加
な
ら
ば
容
認
し

て
い
き
た
い
。 

 
 

             
 

本
市
の
農
業
の
現
状

は
、
農
家
戸
数
は
１
、
５

２
５
戸
、
大
部
分
が
兼
業

農
家
で
あ
り
、
農
家
当
た

り
の
経
営
耕
地
面
積
は

４６
・
４
ア
ー
ル
で
零
細

農
家
が
多
く
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

 

仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加

で
、
関
税
の
撤
廃
に
よ
り

外
国
か
ら
安
い
農
産
物

が
入
っ
て
く
る
と
、
農
家

経
営
が
立
ち
行
か
な
く

な
り
、
農
業
従
事
者
の
減

少
に
拍
車
が
か
か
り
、
耕

作
放
棄
地
も
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。 

 

参
加
に
向
け
て
十
分

な
議
論
と
、
国
民
が
不
利

益
を
こ
う
む
る
こ
と
の

な
い
よ
う
交
渉
に
臨
む

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
は
桜
井
市
に
お
け
る

意
見
を
国
に
伝
え
て
い

き
た
い
。 

     

吉
田
議
員 

 

当
市
で
は
平
成
２４
年

度
か
ら
、
市
独
自
に
小
学

校
卒
業
ま
で
、
入
院
医
療

費
の
無
料
化
を
実
施
し

て
い
る
が
、
入
院
だ
け
で

は
制
度
を
活
用
す
る
対

象
者
は
多
く
な
い
。 

 

市
の
少
子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、
助

成
制
度
の
対
象
を
、
さ
ら

に
中
学
校
卒
業
ま
で
通

院
・
入
院
と
も
無
料
に
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

松
井
市
長 

 

中
学
校
卒
業
ま
で
通

院
・
入
院
の
医
療
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
市

の
財
政
状
況
、
他
市
の
実

施
状
況
、
県
の
動
向
を
見

き
わ
め
、
将
来
的
に
継
続

可
能
な
施
策
に
す
る
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

当
面
、
小
卒
ま
で
の
通
院

も
無
料
に
す
べ
き
で
は 

吉
田
議
員 

就
学
児
童
（
小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
）
の
年

代
と
い
う
の
は
、
病
気
が 

     治
っ
た
と
思
え
ば
、
ま
た 

次
の
病
気
に
か
か
り
や

す
い
。
当
然
、
医
療
費
の

負
担
も
増
え
る
。 

 

当
面
、
小
学
校
卒
業
ま

で
の
入
院
と
合
わ
せ
て
、

通
院
も
無
料
に
し
て
は

ど
う
か
。
そ
の
た
め
の
費

用
（
原
資
）
は
ど
れ
ぐ
ら

い
必
要
か
。 

松
井
市
長 

 

小
学
校
卒
業
ま
で
の

通
院
に
か
か
る
医
療
費

の
助
成
拡
大
に
つ
い
て

は
、
約
３
千
万
円
の
財
源

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
て
、
県
内
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
、

適
切
な
時
期
を
待
っ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。 
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今
議
会
に
桜
井
市
土
地
開
発
公
社
解
散
の
た
め
の
議
会
の
議
決
を
求
め
る
議

案
、
解
散
に
と
も
な
う
債
務
保
証
の
経
費
に
充
て
る
た
め
に
、
１
６
億
２
千
４
百

８
十
万
円
を
限
度
額
と
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債
に
係
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
新
た
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
な
か
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
職
員
の
退
職
金
を
段
階
的
に
１６
・
３
％
ま
で
引
き
下
げ
て
い
く
議
案

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
退
職
金
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
に
反
対
を
し
ま

し
た
。
新
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
も
、
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。 
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ＴＰＰ（環太平連携協定）交渉 

参加すれば桜井市にどのような影響与えるか 

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化 

「
お
金
の
心
配
な
く
病
院
へ
行
け
た
ら
」
は
親
の
共
通
の
願
い 

販売農家 748戸 

専業農家 136戸 

兼業農家 612戸 

自給的農家 777戸 

総農家数 1,525戸 

 

 

販売農家 560ha 

自給農家 148ha 

総面積 708ha 

耕作放棄地 35ha 

 

  

 

 

 

桜井市の農業統計資料 

TPP反対県民集会でデモをするトラクター 

反対の 

平成２５年度一般会計予算案に反対

討論をおこなう（要旨） 

 ふれあいセンター費は、施設の性格

上から人権施策推進費ではなく、一般

行政施設として社会教育費に入れる

べきです。清掃費のごみ焼却炉管理委

託料は、他市のごみ処理コストと比較

しても高く、賛成できません。 

 



                                    

 
 

 

吉
田
議
員 

「
消
防
の
広
域
化
」
が

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

が
市
長
に
現
在
の
消
防

職
員
の
人
数
に
つ
い
て
、

そ
の
内
、
通
信
部
門
、
総

務
部
門
、
現
場
部
門
の
各

人
数
、
ま
た
本
市
が
保
有

す
る
救
急
車
、
ポ
ン
プ
車
、

ハ
シ
ゴ
車
の
台
数
と
、
そ

れ
を
稼
働
さ
せ
る
た
め

の
必
要
人
数
は
何
人
か
。

日
々
の
当
務
員
は
何
人

か
尋
ね
た
い
。 

松
井
市
長 

 

現
在
の
消
防
職
員
は

７４
名
で
あ
る
。
通
信
部

門
に
つ
い
て
は
、
２
名
の

現
場
要
員
が
兼
務
を
し

て
い
る
。
総
務
部
門
は
、

部
課
長
５
名
、
総
務
課
と

予
防
課
各
１
名
の
７
名
。 

 

そ
の
他
、
研
修
所
入
所
、

教
官
派
遣
等
４
名
、
６３

名
が
現
場
要
員
と
な
っ

て
い
る
。 

 

緊
急
車
両
の
保
有
台

数
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
４

台
、
ハ
シ
ゴ
車
１
台
、
救

急
工
作
車
１
台
、
緊
急
自

動
車
３
台
で
、
こ
れ
ら
を

一
斉
に
稼
働
し
た
場
合

は
３４
名
が
必
要
と
な
る

が
、
現
行
は
当
直
勤
務
員

１９
名
か
ら
２２
名
の
体
制

で
、
災
害
規
模
、
各
種
災

害
に
よ
り
人
員
及
び
車

両
運
用
を
行
っ
て
い
る
。 

 

２２
名
の
体
制
で
大
火

災
が
発
生
し
た
ら
、
消

火
対
応
が
で
き
る
の

か
。 

吉
田
議
員 

①
「
消
防
の
広
域
化
」

よ
り
も
国
の
「
消
防
力
の

整
備
指
針
」
に
基
づ
く
、

桜
井
市
自
身
の
消
防
力

の
強
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。
火
災
が
発
生
し
た

場
合
、
常
備
消
防
と
と
も

に
地
元
消
防
団
や
地
域

住
民
と
の
連
携
は
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
連

携
を
効
果
的
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
市
町
村

単
位
の
自
治
体
消
防
が

原
則
で
は
な
い
か
。
②

１０
月
か
ら
県
内
１
消
防

本
部
体
制
に
よ
り
、
市
の

消
防
職
員
８
名
を
、
新
消

防
本
部
へ
派
遣
す
る
が
、

不
足
分
に
つ
い
て
は
ど

う
す
る
の
か
。
③
市
が
地

域
の
消
防
に
責
任
を
負

え
る
消
防
力
を
整
備
す

る
た
め
に
は
、
国
の
予
算

措
置
も
必
要
で
あ
り
、
全

国
市
長
会
と
声
を
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

           

松
井
市
長 

 

「
消
防
の
広
域
化
」
は
、

現
行
１１
消
防
本
部
が
お

こ
な
っ
て
い
る
消
防
本

部
の
、
事
務
及
び
通
信
業

務
と
い
っ
た
共
通
業
務

を
統
合
す
る
こ
と
で
、
効

率
化
、
合
理
化
を
図
り
、

現
場
部
門
の
強
化
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。 現

在
の
消
防
職
員
は

７４
名
で
、
本
年
４
月
に

は
７６
名
体
制
を
予
定
し

て
い
る
。
８
名
の
職
員
を

派
遣
す
る
と
、
日
勤
者
及

び
通
信
員
を
含
め
、
６８

名
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現

行
の
消
防
力
を
維
持
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。 

国
の
財
政
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。 

 

                                    

                                    

                                   

県内１消防本部 （消防の広域化）よりも 

桜井市の消防力強化こそ必要 

平
成

２５

年

１０

月
新

組
合
発
足
か 

 消防職員 ポンプ車 

国基準 １２６人   ５台 

桜井市  ７６人   ４台 

 

消防職員は５０人も足りない 

（平成２５年度予定） 

衆
院
選 

違
憲
判
決 
小選挙区制やめて民意反映を 

比例代表制に抜本的改革を 
 

 昨年の総選挙。「１票の格差」をめぐり、「違憲」「違憲状態」の判決が相次いでいます。小選挙区制が憲法

違反の、重大欠陥をもっていることが断罪されました。 

「得票４割、議席８割」ゆがむ民意 

 小選挙区制のもとで、６回の総選挙がおこなわれましたが、第１

党が７～８割の圧倒的な議席を獲得しました。しかし、いずれも小

選挙区での得票は４割台。得票率と獲得議席は、著しくかけ離れて

います。議席に反映しない「死票」も過半数にのぼりました。 

出発から格差２倍の違憲状態 

 現行小選挙区制は、１９年前の最初の区割りの段階から、最大の

格差は２．１４倍、３００小選挙区のうち、格差２倍以上が４１選

挙区もありました。出発点から違憲状態でした。小選挙区のもとで

は、地域別の人口変動に応じて、格差拡大は避けられません。 

日
本
共
産
党
の
提
案 

 選挙制度をどうするのか。日本共

産党は、問題を抜本的に解決する提

案をおこないました。 

○小選挙区制を廃止し、全国１１ブ

ロックの比例代表制に。 

○総定数４８０議席を維持し、すべ

ての定数を現行の比例１１ブロッ

クに人口比例で配分する。ブロッ

ク間の最大格差は１．０３程度に

する。 

  


